
 

 

2012 年度研究調査事業実績報告書 
 

日 付：2013 年 5 月 28 日 
委 員 会 名：モータースポーツ 
委 員 長 名：田中 尋真   
 報告書作成者： 山根 健 

 
１．研究調査テーマ 
 
 
 

モータースポーツアーカイブズ活動。（記録の作成および保存） 
 

２．研究調査事業の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モータースポーツ関連技術は、機密事項が多く、また、量産車技術と異なり、必ずしも開発部

門で資料や記録を保存しているわけではなく、むしろ個人に帰属することも多く、時間の経過と

ともに消滅しがちであることがこれまでの調査で明らかとなった。モータースポーツ関連の講演

を映像として残す、その他の資料も各社に対し啓蒙するとともに、極力委員会として保管し、活

用の道を探索する。 
 具体的には、 
１． モータースポーツシンポジウムの静止画、動画を委員会として撮影し、今後公開できる

よう保存する、 
２． モータースポーツに貢献した方々にインタビューを行い、記録する。 
３． 各社にモータースポーツ関係資料の集約、保存を呼び掛けるとともにその一覧を委員会

として集約する。 
４． 集約した情報の公開方法を研究、公開を推進する。 

３．研究調査の成果 

成果について具体的にご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１． 各社のモータースポーツ関連資料(写真、動画、論文、広報資料等)を集約し、一覧を委員

で共有するとともに、詳細を共用 HDD に保存した。 
２． モータースポーツ・シンポジウム発表、展示、討議の様子を静止画及び動画で記録、一覧

を委員で共有するとともに、映像を DVD に保存した。 
３． モータースポーツ功労者インタビューを開始、第一号として、NISMO の日置和夫氏への

インタビューを行った。氏は日産自動車のモータースポーツ関係車両および資料の集約を中心

となって推進しており、インタビューを通じて多くに示唆をいただいた。結果、急いでインタ

ビューを積み上げるよりアウトプットの姿をまず明確にすべきとの結論に達した。 
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４．実績と計画との差異 

項目ごとに、上段に計画を黒の矢印で、下段に実施結果を白抜き矢印でご記入ください。 

実施内容 上半期 下半期 

実施先 作業内容  4    5    6    7   8    9  10   11   12    1   2    3 

映像担当 

 

 

データ保存

担当 

 

WG 全体 

 

インタビュ

ー担当 

シンポジウム映像

の整理。 

 

データの分類およ

び HDD への記録 

 

データ公開準備 

 

インタビューの実

施 
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５．委員会活動への影響 

今回の研究調査において委員会活動へ影響した点についてご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モータースポーツ関連の古くからの資料集約活動を通じ、委員の出身各社に資料保存の必要性

が啓蒙された。 
モータースポーツ貢献者へのインタビュー活動に際して、各社にその対象者の推薦を依頼した。

2011 年度および 2012 年度の活動では、各社の歴史保存を軸にインタビューを行うこととしてい

たが所期の件数の実施が果たせず、最終年度に集中して実施する予定である。活動を通じ、情報

の共有化、一層の各社による歴史掘り起し推進につながるものと考える。 
集約した資料を、自動車技術、委員会共通フォルダー、自動車技術会ホームページ等に発表し、

より広範に委員会活動を公開していく。 
 
 

 
 
６．今回の研究調査結果について、会員への還元方法を下記より選択してください（複数回答

可）。 
 

☑ 会誌への記事掲載 
□ 春季大会オーガナイズドセッションでの発表 
□ 春季大会フォーラムでの発表 
☑ シンポジウムでの発表 
☑ 出版物の発行（印刷物） 
☑ 出版物の発行（ＣＤ－ＲＯＭ） 
□ その他（具体的にご記入ください） 

      
      まずは基本リストの委員間共有、必要に応じて保存資料の公開。インタビューの公開を 
      実施していく。まとまった形での刊行物公開も視野に集約資料の公開方法を研究する。 
 
 
７．その他要望等があればご記入ください。 
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８．支給額と執行額 
 

支給総額 5,400 円

執行額 5,400 円

 
         

費  目 支給額 執行額 

印刷製本費 資料印刷費、複写費、編集外注費(英訳)、CD 制作費  

会議費 会場借上費、軽飲食費  

諸謝金  原稿料、お土産代、謝礼金 

旅費交通費 委員交通費、講師交通費、宿泊費  

通信運搬費 電話料、切手代、宅配料、運送用ﾚﾝﾀｶｰ代  

委託費 外部委託、同時通訳代、電算ﾃﾞｰﾀｲﾝﾌﾟｯﾄ代  

開発費 ｼｽﾃﾑ開発費  

資料購入費 参考資料等購入費  

物品購入費 部品代、看板等制作費 5,400 5,400

消耗品費 燃料代、ﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄ代、事務用品代  

消耗什器備品費 ﾊﾟｿｺﾝ周辺機器、10 万円未満の什器備品  

臨時雇用費 人材派遣、ｱﾙﾊﾞｲﾄ代  

その他  

合   計 5,400 5,400

 
９．具体的な成果物 

  報告書は自由に記入願います。（資料が別にあれば添付してください） 
 

委員への各社モータースポーツ関連資料一覧配布。 
詳細の各社モータースポーツ関連資料データ、 
シンポジウム、委員会話題提供（一部）、インタビュー映像(未了)の委員会共有 HDD への保存。
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